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さきばる
さいごまで きあいをいれて ねばりづよく がんばる子ども の育成

６年生の保枝志琉さんが「これからがスタート」（～世界自然遺産生物
多様性の島奄美～）というタイトルで，県の社会科作品コンクールで優
秀賞を受賞しました。これからも奄美大島の自然保護等について学び続
け，発信し続けてほしいです。

３/ ３ (木) 公立高校入試（１日目）

３/ ４ (金) 公立高校入試（２日目）

３/１０ (木) お別れ遠足・卒業生を送る会

３/１１ (金) 卒業式予行

３/１５ (火) 卒業式

３/１６ (水) 公立高校入試合格者発表

３/１８ (金) 親子読書の日

３/２０ (日) 市民清掃日

３/２５ (金) 修了式

３/２９ (火) 離任式 （予定）

３月1８日（金）

「親子読書の日」
親子で本に親しみ，本
を通じて親子が共有す
る時間をもちましょう。

校舎裏にあるタンカンの木がたくさんの実をつけました。昼休みや放課後に子供たち

は，タンカン狩りをしました。高枝切り鋏でタンカンを傷つけないように収穫し，自宅

へ持ち帰りました。校長も途中から加わりアドバイスを行いました。

２月２５日（金）に学級ＰＴＡが行われました。今回は

新型コロナウイルス感染症拡大予防の観点から，授業参観

と家庭教育学級を中止とさせていただきました。。たくさん

の保護者が参加し，各学級で担任より１年間の反省や会計

報告（学級・教材）がありました。

令和３年度の「花づくり・花いっぱい運動」で
本校は「優秀賞」に選ばれました。２月27日（日）
に開催される「奄美市まなび・福祉フェスタ」の
中で，受賞式が行われる予定でしたが，新型コロ
ナウイルス感染症拡大予防のため，中止となりま
した。 来年度も学校と地域が一体となり，環境
・美化活動に取り組んでいきたいと思います。

「言の葉」(ことのは)
校 長 長﨑 克則

「言の葉」(ことのは)という単語の由来は，平安時代に編纂された「古今和歌集」
の中にあるそうです。
紀貫之によって書かれたとされる，初めの部分【仮名序（かなじょ 】に･･･）
「やまとうたは ひとのこころをたねとして よろづのことのはとぞなりける」
という一文が見られます。人の心を「種 ，ことばを「葉」に例えるセンスがさすが」
です。

個人的な事例で恐縮なのですが，以前，身内で不幸が重なったときのことです。
ある子が，私の近くに駆け寄ってきて 「元気を出してくださいね 」と優しい口調， 。
で声をかけてくれました。
私は 「この子は，こんなに温かい心遣いができるんだ 」そして「自分も見習わ， 。
なくてはいけないよな 」とじんわりと心が温かくなったことがありました。。
まさに言葉には人を癒やしたり，勇気づけたりする力も秘められていることがよく
分かる体験でした。

また，逆に言葉が恐ろしい凶器になってしまう事例もあります。
インターネットなどを利用したソーシャル・ネットワーキング・サービス，いわゆる

上でのトラブルなどもその例です。SNS
軽い気持ちで，何気なく送信したメッセージが瞬時に拡散され，多くの人々を傷
つけてしまった事例などが増えているというニュースを御覧になった方も多いと思
います。
今の時代，言葉のもつ，プラス面・マイナス面を大人も子どもも，共に真剣に考える
ことも大切ではないかと思います。

， 【 】 【 】今 学校や会社でも ふわふわ言葉 と チクチク言葉
というフレーズをよく使います。
【ふわふわ言葉】の例として
・ ありがとう ・ がんばって ・ がんばろう
・ いいね

など，相手を肯定的に認める言葉が挙げられます。
一方 【チクチク言葉】の例として，
・ うるさい ・ だまれ ・ へたくそ

など，相手を否定したり，さげすんだりする言葉が挙げら
れます。

重要なポイントは，言われた人がどう感じるか，あるい
は自分が言われたらどう感じるかなのでしょう。
学校の掲示物の中にも，崎原の子どもたち自身が「うれしい」と感じる【ふわふわ
言葉】を集めたコーナーもありますので，機会があればぜひ御覧になってください。
そして，まずは私たち大人が，よい心をもち，よい言葉を使って子どもに接して
いきたいものです。
まずは，私自身がこれまで遣ってきた言葉を振り返り，猛省しているところです。


